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第 311 回

Ａ社の営業所長兼サービスセンター長と
した勤務していたＸが、出張先の宿泊して
いたホテルの窓から飛び降りて死亡した。

本件の発生前、Ｘは営業所長とサービ
スセンター所長兼務は業務の負荷が過重で
あるため異動を要請しても認められていな
かった。そのため年齢、経験、業務内容、
労働時間、責任の大きさ、裁量性からみて、
Ｘは精神障害を発症もしくはこれを相当増
悪される程度に過重な心理的負荷を業務
上負っていたと認められているとされてい
た。そこへ出張先のホテルで実施された懇
親会場で、信頼していたＴ本部長から社長、
取締役や同僚のサービスセンター所長達の
前で個人的な問題を発言されたことが重な
り、この発言による負荷は業務上のものと
判断できる要素として考慮され、遺族補償
年金および葬祭料支給が認められた。

Ａ社は本社所在地で全国のサービスセン
ター所長を集合させ、2日間の研修を実施
した。この研修には代表取締役社長ほか取
締役も出席し、Ｘも参加した。第1日の研
修終了後、出張先のホテルで懇親会が開催
され研修参加者全員が出席した。その席上、
Ｔ本部長はスピーチで、社長や取締役も含
めた参加者全員の面前においてＸのこと
を、「俺が仲人をしたのにＸがおり、頭が
いいのだが出来が悪い」「何をやらしても
アカン」「その証拠として奥さんから内緒
の電話があり、『主人の相談に乗って欲し
い』と言った」など発言した。社長がみか
ねて途中でスピーチを止めさせようとした

が

え
る
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ほどあまりにも酷い内容であった。
懇親会終了後、Ｘは妻に「死にたい」と
電話をし、妻が懸命に説得したが一方的に
切った。翌日早朝、Ｘは宿泊先のホテルの
窓から飛び降り自殺した。
Ｔ本部長の発言は、激励の意味を含んだ
言葉としても、「妻が内緒で電話をしてき
た」など通常公表されることを望まないプ
ライベートな事情を、社長以下役員や大勢
のサービスセンター所長の面前でばく露す
るもので、「出来が悪い」「何をやらして
もアカン」と面罵されたことは、本人にと
り「無能呼ばわり」されたと同じもので、
不適切な発言をしたとされた。さらに、Ｘ
の仲人をするなど頼みの綱として信頼して
きたＴ本部長からの発言が、社長や同僚が
揃った席でされたことで、心理的ショック
は極めて大きいものであったと認められ
る。
問題となったＴ本部長の発言は、研修会
終了後、社長以下研修参加者全員が出席す
る懇親会でされたもので、Ｘにかかった負
荷は、業務上のものであると認められる。
したがって、Ｔ本部長の発言は職場にお
いて日常見受けられる職場のストレスと一
線を画するものといえ、言われた者にとっ
ては、にわかには忘れることの困難な、か
つ明らかなストレス要因となる発言であ
り、社会通念上、精神障害を発症ないし増
悪させる程度に過重な心理的負荷を有する
とものと解される。
そしてこのストレスがＸの精神障害の増
悪の原因となり、その程度も大きいもので
あったと認められることからすると、Ｔ本
部長の発言は業務起因性の判断の際の要素
として考慮すべきとされた。
「精神障害の労災認定の基準に関する専
門検討会報告書」の中、「既に発病してい

る疾病の悪化の業務起因性」において「一
般に、既に精神障害を発病して治療が必要
な状態にある者は、病的状態に起因した思
考から自責的・自罰的になり、ささいな心
理的負荷に過大に反応するものであり、悪
化の原因は必ずしも大きな心理的負荷によ
るものとは限らない」とされている。この
ことから、Ｔ本部長の発言がＸの精神障害
発症後に加わった心理的負荷であったとし
ても精神障害の増悪の原因となることにつ
いて検討は必要とされるかもしれないが、
本件の場合、上司の発言がその内容および
具体的状況から、社会通念上、精神障害を
発症ないし増悪させる程度に過重な心理的
負荷を有するものとして、業務起因性の判
断の際の要素として考慮される場合があっ
たことに留意する必要がある。
社会問題とされているパワハラでも人前
で叱責することは見せしめになり相手に過
度の負荷を与えるとされている。今回の事
案は一種のパワハラであったともいえる。
職場以外であっても、同僚たちの前で人格
を否定するような発言をすることは心理的
負荷を与え、最悪の場合、精神障害を発症
させ自死に至る恐れがあることを経営者お
よび管理者は自覚する必要がある。

業務遂行性検証 事故① 事故②
A：業務に従事してい
るか △ 〇

B：事業主の支配下に
あるか 〇 〇

C：施設管理下にある
か 〇 ×

判断 業務遂行
性あり	

業務遂行
性あり


